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イ三 I論文は、ボーキサイトの直接環元によって生成された AI-Si -Fe 合金から、サブハライド反応に
より、品世アルミニウムを精製する過程について検討したものであり、 6 ~t:~: より成り一ι っている。
第 1 ~t;~:で、は、次式に示すサブハライド反応 2AI (p) +AICI 3(g)=3AICI(g) に関する従米の点而
流動法を予備的に追試し、その問題点を明らかにした。
抗 2 .-il;~: では、 前章の!問i日川lリl 足註題〔日j上ιj人点rjlJ，
j泡包として貫;流定させる気j泡包噴i流斑;法去を、採用することにより、反応を、F.衡に到j主せしめ、サブハライド反
応の平衡定数を直接測定することに成功した。
第 3 ì~:では、 AI- Si , AI-Fe および AI-Cu などの 2 元合金と AICl 3 とを反応せしめ、サブハライド
反応に及ぼす合金元素の影響を検討し、第 2 章で求めた平衡定数を活用して、気泡噴流j去によりそれ
ぞれの活量を測定した。
第 4 章では、上記 3種類の 2 元合金からサブハライド反応によって精製した純アルミニウム中の Si
Fe および Cu を発光分光分析法により精密に定量し、分析結果、反応、実験むよび化学熱力学的計算か
ら、精製アルミニウム中への不純物の混入量および混入径路を明らかにした。
第 5 章では、サブハライド法の原料となる AI-Si-Fe3 元合金中の AI 活量を起電力法によって;則之
し、 Schuhmann の方法により既知の AI~舌量から Si および Fe の活量を誘導した。さらに AI 等活量曲
線から、サブハライド法の原料として適する AI-Si-Fe3 元合金の組成を決定した。
第 6 章では、サブハライド法の原料となる AI-Si-Fe 合金を得ることを目的として、最近超高温化
学反応などで注目されているプラズマジ、エツト炉を使用して、 Al 2 0 3 の炭素還元に及ぼす Si0 2 :h' よ






来発表されていなかった Al-Sト Fe3 元系の等活量曲線を電気化学的に求め、ボーキサイトから直接
還元によって生成される Al-S i-Fe 合金のサプハライド反応に適する組成を明らかにすることができ
た。また、プラズマジ、エツト炉によるボーキサイトの超高温直接還元実験から、反応の本質を究明し
還元生成物の Al-Si-Fe3 元合金の組成を制御する方法を確立した。
以上の系統的な研究は、アルミニウム乾式製錬の実現に重大な指針を与えるものであり、理論的に
も高く評価される。したがって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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